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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
シ
カ
被
害
が

甚
大
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
関
係
各
課

が
積
極
的
に
被
害
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
連
携
し
た
効
率
的
な
被
害
防
止
対

策
を
実
施
す
る
た
め
局
内
シ
カ
被
害
対
策

推
進
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
シ
カ
被

害
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
対
策
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。福

島
県
檜
枝
岐
村
の
森
林
生
態
系
保
護

地
区
の
保
存
地
区
で
あ
る
尾
瀬
大
江
湿
原

は
、
シ
カ
に
よ
る
植
生
被
害
が
多
発
し
、

シ
カ
に
よ
る
掘
り
返
し
や
シ
カ
道
が
見
ら

れ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
は
じ
め
と
し
た

湿
原
植
生
の
食
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年

度
に
は
福
島
県
、
檜
枝
岐
村
、
南
会
津
町
、

尾
瀬
檜
枝
岐
温
泉
観
光
協
会
、
公
益
財
団

法
人
尾
瀬
保
護
財
団
、
尾
瀬
山
小
屋
組
合
、

地
元
猟
友
会
を
会
員
と
し
、
環
境
省
関
東

地
方
環
境
事
務
所
、
関
東
森
林
管
理
局
、

会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
を
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
す
る
南
会
津
尾
瀬
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
シ
カ
の
食
害
か

ら
湿
原
植
生
を
保
護
す
る
取
組
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
関
東
森
林
管
理
局

及
び
南
会
津
支
署
で
は
、
平
成
25
年
度
に

試
験
的
に
防
護
柵
を
設
置
し
、
被
害
の
状

況
、
柵
の
耐
雪
性
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し

た
。そ

の
検
証
を
も
と
に
、
平
成
26
年
度
は

湿
原
か
ら
山
側
の
林
内
を
基
本
に
、
湿
原

環
境
や
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
、
大
江
湿

原
の
周
り
約
３
・
５
㎞
を
防
護
柵
で
囲
み

ま
し
た
。

防
護
柵
設
置
に
よ
り
、
一
定
程
度
効
果

は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
、
尾
瀬
沼
か

ら
の
シ
カ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
防
護
柵

内
部
に
被
害
が
一
部
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
湿

原
内
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
ら
見
え

な
い
よ
う
景
観
に
配
慮
し
、
水
面
に
シ
カ

侵
入
防
止
の
た
め
の
網
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の

順
調
な
開
花
が
み
ら
れ
、
地
元
の
方
か
ら

も
「
花
芽
の
食
害
が
な
く
な
っ
た
。
」
と
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成２７年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１３７号（２）

計
画
保
全
部

保
全
課

尾
瀬
大
江
湿
原
の

植
生
保
護
の
取
組

尾瀬沼からの侵入を防ぐための網設置

順調な開花が見られるニッコウキスゲ

尾瀬沼から侵入するシカ



富
士
山
地
域
は
、
静
岡
県
と
山
梨
県
の

両
県
に
位
置
し
、
広
大
な
牧
草
地
や
陸
上

自
衛
隊
の
演
習
場
に
囲
ま
れ
シ
カ
の
餌
も

豊
富
で
す
。

ま
た
、
鳥
獣
保
護
区
や
陸
上
自
衛
隊
演

習
場
と
い
っ
た
立
ち
入
り
規
制
が
設
け
ら

れ
て
い
る
区
域
が
多
く
、
狩
猟
に
よ
る
捕

獲
が
進
み
に
く
い
こ
と
等
か
ら
、
シ
カ
の

生
息
密
度
が
非
常
に
高
く
、
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
陸
上
自
衛
隊
東
富
士

演
習
場
内
に
お
け
る
シ
カ
捕
獲
に
つ
い
て
、

関
東
森
林
管
理
局
、
静
岡
森
林
管
理
署
、

静
岡
県
、
御
殿
場
市
、
地
元
猟
友
会
、
自

衛
隊
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
捕
獲
方
法

や
実
施
可
能
な
地
域
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
と
同
時
に
、
自
衛
隊
か
ら
は
、
演
習

場
内
で
の
シ
カ
目
撃
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
う
な
ど
協
力
し
て
い
い
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、
御
殿
場
市
、
小
山
町
、

地
元
猟
友
会
で
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
現

地
調
査
や
実
行
可
能
な
箇
所
及
び
期
間
等
、

捕
獲
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、

自
衛
隊
演
習
場
内
で
初
め
て
の
試
み
と
な

る
「
く
く
り
わ
な
」
に
よ
る
試
験
的
捕
獲

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今

後
も
自
衛
隊
演
習
場
と
よ
り
い
っ
そ
う
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
側
と
の

連
携
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

富
士
山
地
域
南
西
部
で
は
、
静
岡
森
林

管
理
署
、
地
元
自
治
体
や
有
識
者
等
か
ら

な
る
「
富
士
宮
市
鳥
獣
被
害
対
策
防
止
協

議
会
」
に
よ
り
、
シ
カ
の
生
息
状
況
の
調

査
や
効
率
的
な
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
等
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
樹
皮
剥
ぎ
防
止
の
た
め
の
単

木
的
な
防
除
や
防
護
柵
の
よ
う
な
面
的
な

防
除
な
ど
の
防
護
対
策
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
効
果
的
に
個
体
数
管
理
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
新
た

な
捕
獲
方
法
と
し
て
、
餌
で
誘
引
し
た
シ

カ
を
一
斉
に
狙
撃
す
る
手
法
（
誘
引
狙
撃
）

に
も
モ
デ
ル
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
、
19
箇
所
の
給
餌
場
所

を
設
置
し
、
定
期
的
に
シ
カ
が
出
没
す
る

よ
う
学
習
さ
せ
た
後
、
６
日
間
で
73
頭
を

捕
獲
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
は
、
１
９
９
頭
、

平
成
25
年
度
は
１
７
７
頭
を
捕
獲
し
ま
し

た
。

（３）平成２７年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１３７号

ニホンジカ

シカ捕獲に向けた自衛隊等との現地検討

民
国
連
携
に
よ
る

富
士
山
東
部
地
域
シ
カ
捕
獲

演習場内でのシカ捕獲に向けた打合せ

シ
カ
捕
獲
の
公
共
事
業
化

シカの誘引状況



一
方
、
誘
引
狙
撃
に
適
さ
な
い
地
域
に

お
い
て
は
、
く
く
り
わ
な
等
に
よ
る
捕
獲

を
実
施
し
、
平
成
23
、
24
、
25
年
の
３
年

間
で
誘
引
狙
撃
含
め
約
１
３
０
０
頭
を
捕

獲
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
と
に
、
平
成
26
年
度
は
モ
デ
ル
的
に
行

う
の
で
は
な
く
、
公
共
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
誘
引
狙
撃
で
２
３
１
頭
、

他
の
捕
獲
方
法
も
含
め
合
計
４
１
２
頭
を

捕
獲
し
、
27
年
度
も
、
公
共
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
は
防
護
柵
等
に
よ
る

防
除
だ
け
で
な
く
、
捕
獲
に
よ
る
頭
数
の

管
理
も
進
め
て
い
ま
す
が
、
よ
り
い
っ
そ

う
捕
獲
を
推
進
す
る
た
め
、
国
有
林
野
職

員
自
ら
シ
カ
を
捕
獲
で
き
る
よ
う
に
平
成

27
年
度
に
職
員
研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
林
野
庁
長
官
通
知
に
基
づ

き
実
施
す
る
も
の
で
、
都
県
と
協
議
が
整
っ

た
場
合
、
研
修
を
受
け
た
者
は
３
年
間
国

有
林
野
等
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
協
議
が
整
っ
て
い
る
静
岡

県
と
群
馬
県
に
お
い
て
、
静
岡
、
伊
豆
、

天
竜
、
群
馬
森
林
管
理
署
の
職
員
計
66
名

が
受
講
し
、
す
で
に
職
員
に
よ
る
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
新
た
に
栃
木
県
と
山
梨
県
と
も

協
議
が
整
い
、
研
修
履
修
後
は
職
員
に
よ

る
シ
カ
捕
獲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
関
係
都
県
と
の
調
整

を
行
い
職
員
実
行
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
の
取

組
み
を
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う
し
た
防

護
柵
に
よ
る
被
害
防
除
及
び
捕
獲
の
取
組

を
、
他
機
関
と
の
連
携
や
公
共
事
業
化
、

職
員
実
行
に
よ
る
捕
獲
等
に
よ
り
一
層
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２７年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１３７号（４）

わな設置実習

今
月
の
表
紙

海
岸
保
安
林
管
理
作
業
道
測
量

村
上
支
署
で
は
日
本
海
に
面
す
る
、
瀬

波
地
区
・
お
幕
場
地
区
の
海
岸
保
安
林

（
２
３
８
．
３
９
㌶
）
を
管
理
し
て
い
ま

す
。近

年
、
松
く
い
虫
や
海
岸
浸
食
等
の
被

害
が
進
ん
で
お
り
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
元
地
域
か
ら
海
岸
防
災
林
機
能
の
強
化

が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
元
要
望
に
応
え
る
た
め
、
毎
年

２
回
の
松
く
い
虫
防
除
・
ア
カ
マ
ツ
の
植

栽
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
海
岸
防
災
林
造

成
工
事
に
今
年
度
よ
り
着
手
し
、
海
岸
浸

食
防
止
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ら
の
海
岸
保
安
林
機
能
強
化
を
図

る
た
め
使
用
す
る
「
保
安
林
管
理
作
業
道
」

新
設
の
た
め
の
測
量
を
毎
年
職
員
実
行
で

行
っ
て
い
ま
す
。

有害鳥獣駆除職員研修

国
有
林
野
職
員
に
よ
る

有
害
鳥
獣
捕
獲
（
わ
な
）
研
修

誘引狙撃



小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は

平
成
19
年
４
月
に
設
定
さ
れ
、
小
笠
原
諸

島
の
自
然
は
平
成
23
年
６
月
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
諸
島
の
森
林
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ

ビ
ロ
ウ
、
シ
マ
ホ
ル
ト
ノ
キ
な
ど
が
繁
茂

し
た
天
然
林
で
あ
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス

リ
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
、
カ
タ
マ
イ
マ

イ
、
タ
コ
ノ
キ
、
マ
ル
ハ
チ
な
ど
の
数
多

く
の
固
有
動
植
物
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

生
態
系
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
や
ク
マ

ネ
ズ
ミ
、
ノ
ヤ
ギ
、
ノ
ネ
コ
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
、
ア
カ
ギ

な
ど
人
為
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た

外
来
種
が
、
固
有
の
動
植
物
の
生
息
・
生

育
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
般
に
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
う
ち

保
存
地
区
は
、
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生

動
植
物
の
保
護
等
を
目
的
に
原
則
と
し
て

人
の
手
を
入
れ
な
い
区
域
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
海
洋
島
独
自
の
進
化
を
続
け
て
き
た

小
笠
原
諸
島
固
有
の
森
林
生
態
系
を
取
り

戻
す
た
め
の
取
組
を
父
島
列
島
・
母
島
列

島
で
行
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
23
年
度
に
５
年
間
の
計
画
を

策
定
し
、
生
息
・
生
育
す
る
植
物
、
鳥
類
、

昆
虫
類
、
陸
産
貝
類
、
陸
水
動
物
の
事
前
・

事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
外
来
樹

木
駆
除
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
の
検
証
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
ア
カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ

ウ
等
の
移
入
種
の
駆
除
を
森
林
生
態
系
修

復
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
笠
原
諸
島
の
希
少

な
生
物
で
あ
る
鳥
類
な
ど
が
外
来
樹
木
に

営
巣
し
た
り
、
そ
の
実
を
餌
と
し
て
利
用

し
て
い
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
外
来
樹
木
の
一
斉
駆
除
を
行
わ

ず
、
本
来
の
生
息
環
境
に
戻
す
た
め
、
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
伐
採
を
徐
々
に
進
め

て
い
ま
す
。

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
や
オ
ガ
サ
ワ

ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
に
以
前
よ
り

個
体
数
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
動
物
も
い

ま
す
が
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
動
植
物

の
種
間
相
互
作
用
に
配
慮
し
、
固
有
の

動
植
物
が
自
ら
の
力
で
再
生
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
森
林
生
態
系
修
復
事
業
の

役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２７年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１３７号

キノボリカタマイマイ

ムニンツツジ

弟島でのモクマオウ駆除

母島石門終点から東港・北港を望む

固
有
の
森
林
生
態
系
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
組

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

シマホルトノキ



私
の
勤
務
し
て
い
る
藤
原
森
林
事
務
所

は
、
栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
日
光

市
の
う
ち
、
旧
藤
原
町
及
び
宇
都
宮
市
の

一
部
を
含
む
約
７
，
２
０
０
㌶
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

旧
藤
原
町
は
、
中
央
部
に
鬼
怒
川
と
そ

の
支
流
男
鹿
川
が
流
れ
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ

て
会
津
西
街
道
（
現
国
道
１
２
１
号
）
が

縦
断
し
て
お
り
、
鬼
怒
川
温
泉
や
川
治
温

泉
な
ど
有
名
な
温
泉
を
抱
え
る
観
光
名
所

と
し
て
知
ら
れ
、
箱
根
や
熱
海
と
並
ぶ

「
東
京
の
奥
座
敷
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
紅
葉
の
名
所
と
し
て
日
光
国
立

公
園
に
属
す
る
景
勝
地
「
龍
王
峡
」
が
有

名
で
す
。
火
山
岩
が
鬼
怒
川
の
流
れ
に
よ
っ

て
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
峡
谷
で
、
そ
の

名
の
通
り
ま
る
で
龍
が
の
た
う
つ
姿
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
迫
力
あ
る
大
景
観
は
約
３

㌔
に
わ
た
り
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
鬼
怒
川
温
泉
郷
と
塩
原
温
泉

郷
を
結
ぶ
「
日
塩
も
み
じ
ラ
イ
ン
」
は
、

四
季
折
々
の
景
色
が
楽
し
め
、
沿
線
に
あ

る
多
く
の
景
勝
地
や
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ

場
を
利
用
す
る
観
光
道
路
と
し
て
有
名
で

す
。当

事
務
所
管
内
に
お
い
て
も
、
人
工

林
に
お
け
る
ク
マ
や
シ
カ
の
剥
皮
に
よ

る
被
害
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
剥
皮
被
害

防
止
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
植
箇
所
で
の
シ
カ
等
に

よ
る
植
栽
木
の
食
害
も
多
く
発
生
し
て

お
り
、
防
獣
資
材
の
設
置
や
、
忌
避
剤
散

布
な
ど
の
被
害
対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
現
場
に
応
じ
た
被
害
対
策
を

検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
被
害
の
軽
減

及
び
生
息
環
境
の
保
全
対
策
に
つ
い
て
、

地
域
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
の
台
風
の
影
響
に
よ
る
豪

雨
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
多
く
の
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
観
光
地
を
多
く
抱
え
る

管
内
で
は
、
観
光
へ
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
、
現
在
も
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

国
有
林
に
お
い
て
も
、
多
く
の
林
道
が

崩
壊
し
通
行
で
き
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
各
種
事
業
実
行
し
て
い
く
う
え

で
、
早
急
に
林
道
の
復
旧
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

10
月
に
赴
任
し
て
き
て
、
豪
雨
の
影
響

を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
ひ
ど
さ
に
気

が
萎
え
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か

り
前
を
見
据
え
て
、
地
域
の
自
治
体
及
び

関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ
ら
に
今
後
の
国

有
林
野
事
業
の
「
低
コ
ス
ト
化
」
へ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平成２７年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１３７号（６）

鬼怒川温泉街

食害防止対策

紅葉時の龍王峡

剥皮被害防止対策
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